
 分化全能性の分子機構の解明と実用作物への応用展開 

〔研究タイプ〕 
 技術シーズ【若手】 
〔研究期間〕 
平成２３年～２７年（５年間） 

26018A 
分  野 適応地域 

農業－畑作物 

  世界の環境・食料問題が深刻化する中、農作物の飛躍的な生産性向上や新規形質の付与などが期待さ

れている。そのための主要技術の一つが形質転換をはじめとする分子育種法であるが、その根幹技術であ

る組織培養は植物ホルモンに依存しており、効率良く安定した系が確立されている植物種は非常に少ない。

そこで、広範な実用作物種において収量や機能が飛躍的に向上した新品種の開発や優良品種の大量生産、

さらには培養細胞を用いた有用物質生産を可能とする効率的な新規組織培養技術開発を目標として、植物

細胞の脱分化・再分化を制御する分子機構の解明とその実用植物への応用を行う。 

〔研究グループ〕 
（研）理化学研究所環境資源植物研究センター 
 
〔研究総括者〕 
理化学研究所 杉本 慶子 

全国 

農林水産業・食品産業科学技術研究推進事業（シーズ創出ステージ）/研究紹介２０１６ 

１ 研究の背景・目的・目標 

２ 研究の内容・主要な成果 

３ 今後の展開方向、見込まれる波及効果 

４ 開発した技術・成果が活用されることによる国民生活への貢献 

①脱分化因子WINDの上下流に存在し、脱分化と再分化に関連する制御因子を特定した。 

②これら制御因子の発現調節により脱分化と再分化を効果的に制御可能なことを明らかにした。 

③トマト、ナタネ、レタス、ジャガイモ、タバコ、アサガオといった有用作物種において、これら制御因子の発現
調節により再分化効率・形質転換効率が向上可能であることを証明した。 

①栽培が容易で高収量な農作物の育種とその迅速な大量増殖に利用することで、食料の安定生産と食料自
給率の向上に寄与でき、安定した国民生活に貢献できる。 

②分子育種実用化を加速させることで国内外の生産者・消費者のニーズに迅速に対応するオーダーメード
育種を実現し、日本農業の国際競争力強化と成長産業への転換が期待できる。 

①新規組織培養法の効率化と汎用化を推し進めることにより、植物ホルモンに依存した従来法では困難だっ
た広範な実用作物種において分子育種による新品種作出が加速される。 

②脱分化・再分化制御因子の化学物質による発現調節が可能となれば、再分化促進薬剤の製品化・商業化
に伴う新しい産業を創造できる。 

①特願2014-090532  植物の脱分化細胞製造方法及び植物細胞の脱分化誘導剤 岩瀬哲、杉本慶子、池内桃子
（理化学研究所） 

② Ikeuchi, M. et al. PRC2 represses dedifferentiation of mature somatic cells in Arabidopsis. Nature Plants 1, 
15089 (2015). 

③ Iwase, A et al. WIND1-based acquisition of regeneration competency in Arabidopsis and rapeseed. J. Plant 
Res. 128, 389-397 (2015). 

公表した主な特許・論文 

キーワード トマト・ナタネ・レタス・ジャガイモ、遺伝子解析、脱分化・再分化因子、大量増殖、分子育種 
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問い合わせ先：理化学研究所 環境資源科学研究センター TEL 045-503-9570 

（26018A）分化全能性の分子機構の解明と実用作物への応用展開 

目的・目標 

成果 

波及効果・国民生活への貢献 

● 脱分化・再分化を制御する分子基盤の解明       植物ホルモンに依存しない 
● 脱分化・再分化分子基盤の実用植物への応用      新規組織培養法の開発 

HSF 

WIND 

PRC2 

☑ WIND上流・下流制御因子の同定 

wound heat 

不定胚 不定芽 不定根 

ESR 
LEC 

カルス 

WOX PLT 
WUS 

☑ 形質転換体における 
 器官分化の効率化と制御 

☑ 形質転換効率の向上 

制御因子を弱く誘導 制御因子を強く誘導 

制御因子の誘導なし 制御因子の誘導あり 

●実用作物種における新品種の作出 
●脱分化・再分化を制御する薬剤の製品化・商業化

に伴う新しい産業の創造 
●栽培が容易で高収量な農作物の育種とその迅速

な大量増殖に利用することで、食料の安定生産と食

料自給率の向上。 
●国内外の生産者・消費者のニーズに迅速に対応

するオーダーメード育種を実現し、日本農業の国際

競争力強化と成長産業への転換。 
 

優良品種 

製紙原料: ポプラ 
バイオ燃料: ヤトロファ、ソルガム 
薬用植物: クソニンジン 

期待される成果 
脱分化誘導 

カルス大量培養 

脱分化因子 

ON 

有用物質生産 

再分化誘導 

大量生産 

分子育種 

再分化因子 

ON 

実用作物: イネ、ダイズ 等 
1 

薬用植物: クソニンジン 
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